
一橋大学政策フォーラム 

 

 

 

日時：2011 年 2 月 24 日 午後 6 時半から 8 時半（午後 6 時受付開始） 

場所：東京国際フォーラム・ホール D5（JR 山手線有楽町駅前） 

 

参加は無料です。2011 年 2 月 1 日以降、裏面のインターネットで参加登録をしてください。 

 

 

人々は、地震リスクから目を背けているように見えます。 

しかし、ほんのわずか人々にNudge
ナ ッ ジ

する（働きかける）と、 

人々は、またたくまに地震リスクに真正面から向き合うようになります。 

本フォーラムでは、こうした人間行動の機微を踏まえた新しい防災政策を提起します！ 

 

 

コーディネーター：齊藤 誠（一橋大学大学院経済学研究科 教授） 

これまでの経済政策にもっとも欠けていたのは、マーケティングの視点です。 

ちょっとした工夫で防災政策をマーケティングすることで、民間のビジネスチャンスも大いに広がります。 

安上がりで効果抜群の新しい防災政策を提起します。 

 

問題提起者 No.1 中川雅之（日本大学経済学部 教授） 

「マンションの耐震性選好におけるフレーミング効果」 

マンション購入者は、最低限の耐震性で事足れりとしているのでしょうか？ 

実は、人々が建築基準をはるかに超える耐震性をマンションに求めていることをお見せします。 

 

問題提起者 No.2：佐藤主光（一橋大学大学院経済学研究科 教授） 

「地震保険の選択行動におけるコンテクスト効果」 

高額の地震保険は、消費者から相手にされないのでしょうか？ 

実は、人々が地震に対して十分な備えを求めていることをお見せします。 

 

問題提起者 No.3：竹内 幹（一橋大学大学院経済学研究科 講師） 

「耐震性と居住性のトレードオフについて」 

日々の住み心地は、まさかの時の安全に優先されているのでしょうか？ 

最新鋭の実験機器（アイトラッカー）で快適さと安全性の間で揺れ動く心の内をそっとのぞいてみます。 



パネリスト略歴  

齊藤 誠  

一橋大学大学院経済学研究科教授。1983年京都大学経済学部卒業，1992年マサチューセッツ工科大学経済学部博士課

程修了，Ph.D.取得。1983年4月，住友信託銀行入社。 ブリティッシュ・コロンビア大学経済学部助教授などを経て，2001年 

4月より現職。主な著書に『金融技術の使い方・考え方』（有斐閣，2000年，日経・経済図書文化賞），『資産価格とマクロ経 

済』（日本経済新聞出版社，2007年，毎日新聞社エコノミスト賞）がある。2007年に日本経済学会・石川賞、2011年に全国銀

行学術研究振興財団賞を受賞。  

 

中川雅之  

日本大学経済学部教授。1984年京都大学経済学部卒業。2003年経済学博士（大阪大学）取得。1984年4月，建設省入賞省。

大阪大学社会経済研究所助教授、国土交通省都市地域整備局都市開発融資推進官などを経て、2004年4月より現職。主

な著書に『都市住宅政策の経済分析』(日本評論社，2003年，日経・経済図書文化賞），『公共経済学と都市政策』(日本評論

社，2008年）がある。  

 

佐藤主光  

一橋大学大学院経済学研究科教授。1992 年一橋大学経済学 部卒業，1998年クイーンズ大学（カナダ）博士課程修了，

Ph.D.取得。1999年1月，一橋大学経済学研究科専任講師、助教授・准教授などを経て，2009年1月より現職。 主な著書  

に『地方交付税の経済学』（共著）（有斐閣，2003年，日経・経済図書文化賞），『地方財政論入門』（新世社、2009年）、「災 

害時の公的支援に対する経済学の視点」（『会計検査院研究』第32号，2005年9月）などがある。 内閣府 行政刷新会議 

「事業仕分け」民間評価者（平成22年１0月）など政府の委員を歴任。現在、国際財政学会役員、Journal of Public  

Economics 編集委員。  

 

竹内幹  

一橋大学大学院経済学研究科講師。1998年一橋大学経済学部卒業, 2007年ミシガン大学経済学部よりPh.D.取得。カリフ 

ォルニア工科大学研究員を経て、2008年4月より現職。 専門は、実験経済学・行動経済学。主な論文に、"Non-parametric 

test of time consistency: Present bias and future bias," Games and Economic Behavior（forthcoming）,「東京都の学校選択制

度」『経済セミナー』2009年4/5月号や「終身年金パズルの行動経済学」『一橋経済学』など。  

 

【東京国際フォーラムへのアクセス】 

 

 

＊本フォーラムは、文部科学省の委託研究である 

近未来課題解決事業の最新の研究成果を踏まえ 

て、先端研究の現場から政策を提言しています。 

＊２０１１年２月1日以降、本事業のウェッブページ 

（http://www.econ.hit-u.ac.jp/~kmkj/）を通じて 

参加登録をしてください。 

＊お問い合わせ先 ： 一橋大学大学院経済学研 

究科 近未来課題解決事業プロジェクト室 

電子メイル：Kmkj-sec@econ.hit-u.ac.jp 

電話：042－580－8525 

 


